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 長崎県在住 65 歳以上の高齢者 238 名に自記式質問紙による調査を 2009 年 7 月～9
月で実施した。内訳は老人クラブ所属者、特定健診受診者、あるいは市が開催する健












結   果 
 対象者の平均年齢は男性 75.8 歳、女性 74.2 歳だった。平均居住年数は、男性 34.0
年、女性 32.7 年であった。生活形態は、夫婦 2人世帯が最も多かった。男女とも約 7
割の者が通院中の病気が「あり」であった。 
 男女ともに「自宅」を希望する割合が高く、女性に比べ男性の方が有意に高かった








が配偶者」(OR:2.5, 95%CI:1.3-4.8, p=0.007）、「ボランティア・市民活動への参加」 
(OR:2.0, 95%CI:1.0-3.8, p=0.038)が、さらに、男性では、「希望の介護者が配偶者」 
(OR:3.6, 95%CI:1.2-10.6, p=0.018）、「希望すれば最後まで自宅で過ごすことが可能」
（OR:3.5, 95%CI:1.2-9.9, p=0.020) が、女性では、「ボランティア・市民活動への
参加 」(OR:3.2, 95%CI:1.2-8.1, p=0.017)が、希望する最期の場所が自宅と有意に
関連していた。 
 
考   察 
 地域在住高齢者を対象に希望する最期の場所に影響する要因を検討した。男女とも
に自宅を希望する割合が高く、女性に比べ、男性の方が自宅を希望する割合が高かっ
た。主観的健康観が高く、ボランティア・市民活動に参加していること、希望の介護
者が配偶者としている人が、自宅での最期を希望していた。男性では、希望の介護者
は配偶者、最期まで自宅で過ごすことが可能と認識している人が、女性では、ボラン
ティア・市民活動に参加している人が、希望する最期の場所が自宅に有意に関連して
いた。 
 地域在住高齢者の「希望する最期の場所が自宅」に影響する要因は性別により異な
った。高齢者が希望する場所での看取りが可能となるように、高齢者の個々の背景に
よる意向の違いと効果的な公衆衛生対策を考慮する必要があることが示唆された。 
 
